
当社充填所の保安の取組について
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③当社の取り組みについて

2



１．所 在 地：萩市川上下亀瀬１５４７－１

２．製造開始日：平成 ２７年 ６月 ９日

３．処 理 能 力：６４,０７９．７㎥/日

４．資 格 者：甲種機械製造保安責任者 １名
乙種機械製造保安責任者 １名
丙種化学（液石）製造保安責任者 ９名

弊社充填所及び資格者について
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充填所所在地

充填所
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駐車禁止の標識はどっち？

A B



ウエイソンの4枚のカード問題

しらふ

「未成年はお酒を飲んではいけない」という法律がある。
法律が守られているかを調べるにはどの人を調べればよいか

酔って
いる

１５歳 ３３歳



ウエイソンの4枚のカード問題

「小文字が書かれているなら、裏面に偶数の数字が書かれている」
という規則がある。
規則が守られているかを調べるにはどのカードをめくればよいか？



「知っている」と「理解している」の違い！

知っている：個々の要素の意味が分かっているだけ
ウエイソンの４枚のカード問題で言えば 「小文字」 「偶数」

例）充填工場でのバルブ操作
操作手順１：Aのバルブを開ける
操作手順２：Bのバルブを閉める
操作手順３：Cのボタンを押す

操作手順に則り操作しているだけで何が起こっているか正確に把握してない
ので、操作を間違っても誤りに気付きにくい



「知っている」と「理解している」の違い！

理解している：何故そうなるかを理解しているので、イメージがしやすい

例）充填工場でのバルブ操作
操作手順１：Aのバルブを開ける（開けたので、どこにガスが流れる）
操作手順２：Bのバルブを閉める（閉めたので、ここでガスが止まる）
操作手順３：Cのボタンを押す （起動させたので、何が起きる）

何が起こっているか正確に把握しているので、誤りに気づきやすいし不測の
事態にも対処しやすい。



ハインリッヒの法則
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出典：経済産業省産業構造審議会
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点検年月日及び時刻

• 令和 年 月 日( 曜日）を記入する。（年については、元号で記入する）

• 天候は、点検終了時に一日の天気を記入する。（晴、曇、雨等）

• 温度は製造中点検を行った最高気温を記入する。

• 湿度を記入する。

• 点検者は終了時に捺印を行い保安係員に提出する。

点検時刻

• 開始時：機器の運転開始前の時刻を記入する。

• 終了時：全ての作業を終了し点検完了時刻を記入する。

• 製造中：充填作業時等の製造中、一回以上点検した時刻を記入する。
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冬場の気温と湿度の変化
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夏場の気温と湿度の変化
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液面計

•液面が明瞭に確認できること。

•最高液面９０％（赤色）および８５％（黄色）の明示

•下限液面に黄色の明示をする。

• ローリ１車(8ｔ）受入可能の液面の目印（黄色）

•液面計で計測した数値を記入する。

液面計下限

受入可能表示
最高液面（９０％）

液面85％
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プロパンの液密度

⇒液温が低い時に90％ぎりぎりまで充填すると
液温が上がった際に90 ％を超える可能性がある

出典：第二種販売主任者テキスト

＜例＞

液温１５℃で ８５％充填 ９０％充填

液温３０℃になると ８９．３％ ９４．５％ となる
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温度計
•文字板の汚れ(水滴等）、腐食、損傷のないこと。
• ガラスの破損、汚れのないこと。
•貯槽個々の温度計の指針により確認し、その指針値を記入する。
•指針は他の温度計と比較し、正常であること。
•最高温度４０℃に赤色等の表示がされていること。
• ４０℃以上を示している場合は、直ちに散水にて貯槽を冷却し４０℃
未満にすること。

管理温度
※ 管理温度（３０℃）黄色表示をすること。
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プロパンの飽和蒸気圧

出典：第二種販売主任者テキスト

約1.36MPa（at40℃）
ｹﾞｰｼﾞ圧：約1.26MPa

約1.07MPa（at30℃）
ｹﾞｰｼﾞ圧：約0.97MPa
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貯槽圧力計

• 圧力計元弁が開であり、「常時開」の表示があることを確認する。

圧力計取付部を目視等により確認し、漏れがないこと。

• 文字板の腐食、汚れ、ガラスの破損等のないこと。

• 指針は他の圧力計と比較し、正常であること（１目盛り以上の差が無いこと
を目安とする）。

• 圧力計の文字盤にその貯槽の1.77MPaの位置に赤色の表示があること。

※ 管理圧力（1.1MPa）黄色表示をすること。
管理圧力
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安全弁の設定圧について

１1.77MPa以下
で作動
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管理圧力について

・常用の圧力は1.77MPaだが、ポンプ吐出側で
圧力が約０．４MPa～０．５ MPa程度昇圧される

・安全弁は常用圧の90%～100%で作動する

ポンプによる昇圧、安全弁の設定圧を考慮して
管理圧力を決める必要がある
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貯槽安全弁
安全弁

•元弁は全開であり、ハンドルを外し決められた場所等に保管され
ていること。

• 「常時開」の表示がなされており、損傷等なく鮮明であること。
•放出管先端には雨水侵入防止のレインキャップおよび飛散防止な
どの措置がなされていること。ただし、雨水侵入防止措置はレイン
キャップに限定する。

常時「開」
レインキャップ確認
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ノンシール型ポンプ

外観（目視、清掃、石けん水、音による確認）

•清掃が行き届いていること。
• ガス漏れのないこと。
•運転音、振動共に正常であり、異常のないこと。

ベアリング摩耗計（目視、音による確認）

• ベアリング摩耗計の指針が一定の範囲内にあること。
•赤色のレベルまで達したらベアリングを交換すること。

ベアリング摩耗計 26



ノンシール型ポンプ

吸入、吐出圧力
• 運転開始時及び終了時に吸入側、吐出側の圧力を確認し記入する。
• 運転中は吸入圧力と吐出圧力の差圧が正常であることを確認する。
• 圧力計元弁は、微開等で振幅が少なくなるようにしてることを確認する。
リバース（流量計）（目視による確認）
• サイトグラスを確認して気泡が発生していないこと。
電流計（目視による確認）
適正電流であること。三相誘動電力の全負荷電流の目安は、kW数の約４倍。
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韓国地下鉄火災



ご清聴ありがとうございました。
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